２０１２年４月７日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第５章１～１０節

・勉強：第２章第３節、３３－３６節
　前回はギーターの第1章について要約しましたが、今回は第2章についてお話します。
第2章のタイトルは「サーンキヤ・ヨーガ」となっています。

サーンキヤには2つの意味があります。ひとつはヒンドゥーの六派哲学のうちカピーラによって創始されたサーンキヤ哲学を指します。六派哲学とその創始者を以下に記します。

Sankhya (Kapila)

Yoga (Patanjali)

Nyana (Gautama)
Vaisheshika (Kanada)

Purva-Mimansa (Jaimini) 　儀式の手順

Uttra-Mimansa (Vyasa)　　 ヴェーダーンタ

この中でサーンキヤ哲学は一番古く、ヴェーダーンタも含めた残りのすべての哲学に大きな影響を与えており、ヒンドゥー哲学の基礎とみなすことができます。
また現代科学によって導かれた結論とサーンキヤ哲学のそれとは、かなりの部分で一致しています。

第2章のタイトルとなっている「サーンキヤ」はこの「サーンキヤ哲学」ではなく、もう一つの意味ギャーナ（知識）のことです。

ギャーナ・ヨーガは知識のヨーガ、絶対の真理のヨーガです。
第2章にはいろいろなテーマが含まれています。

アルジュナは自分の感情と、なすべき義務との間の矛盾によって混乱しています。

感情的には、戦いで自分の親戚を殺したくない。一方自分のカーストは戦士であり、戦うことが仕事である。さらに人を殺すことで罪を犯すことも恐れています。
そこでアルジュナは自分がどうすべきかについて、師のクリシュナに教えを乞います。

クリシュナはアルジュナにとって親しい友人でもありますが、ここではグルとしてのクリシュナに正しい道について質問します。

「なぜアルジュナは戦わなければならないか」についての議論は、第2章のテーマの一つです。

このほか第2章のテーマとしては「内なる自己の本性」、「カルマ(働き)の方法」、「安定した知性を持つ人(悟った人)のしるし」、「平安の道」などがあります。
第2章は72節あり、第18章と並んでギーターの中でも長い章です。

まず第2章の最初でクリシュナはアルジュナを叱ります。第3節を見て下さい。
プリター妃の息子(アルジュナ)よ！そんな態度は、男らしくもないし、まったく君にはふさわしくない。さあ、弱気を捨てて立ち上がりなさい。敵を撃破する勇者(アルジュナ)よ！』と。

ここで使われているクライッビャン(Klaibyam)はクリーバという言葉から派生していますが、それを直訳すると「去勢された者」という意味です。

英語では「eunuch」と言いますが、聖書のなかに有名なフレーズがあります。
Some are born eunucs. 　　　　　　　　　　　(先天的にそのような肉体をもって生まれた者)

Some are made eunucs.　 　　　　　　　　　　(人為的にそのような肉体にされた者：宦官など)

Some have made themselves eunucs 　　　　　 (自分の意志で悟りのために禁欲する者)

for the kingdom of God. 

この第3節でクリシュナは英雄アルジュナが否定的な感情にとらわれ、弱気になっていることをクライッビャンという言葉で表現して、早くそこから脱却し逃げずに立ち向かえと諭しています。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダによれば、この教えこそがギーターの中で最も重要なものであり、それはこの弱気の状態がタマス的(無知で鈍重)だからです。
第31節～37節でクリシュナがアルジュナに対して諭していますが、その議論の最初の論点は
「あなたは自分のカーストがクシャトリヤであること忘れるな」です。
次の論点は「この戦いはダルミャン・ユッダム(Dharmyam Yuddham)である」です。

第33節を見て下さい。

だから、この正義の戦いに君がもし参戦しないなら、武人としての名誉を失うだけでなく、己の義務を果たさぬ罪を犯すことともなろう。

ここに出てくるダルミヤン・サングラーマン(Darmyam Sangramam)とダルミャン・ユッダム(Dharmyam Yuddham)は同じ意味です。サングラーマンもユッダムも「戦い」の意味です。

「ダルマ」の通常の意味は「宗教」ですが、ここでは「道徳的」という意味で使われています。

シュリ・クリシュナの言う「道徳的な戦い」とは、何を指すのでしょうか？

これは大変重要なポイントです。なぜなら口先で言うだけなら、現代のテロリストも自分達の戦いをダルミャン・ユッダムと主張しています。

本当に「道徳的な戦い」であるかどうかには基準があります。

古代のインドにももちろん戦争はありましたが、王や賢者によって「道徳的な戦い」の基準が決められていました。「道徳的な戦い」に参加しても、罪を犯すことにはなりません。

マヌ法典の中に「道徳的な戦い」の基準について記述があります。
戦いの動機について

利己的な動機による戦争は許されない。他国の領土が欲しい、他国の王妃を自分のものとしたい、などの野心による戦争は許されない。

戦いの目的について

正しい目的のための戦いは許される。自分が所有する正当な権利があるのに、それを得ていない場合はそのために戦ってもよい。例としてはドゥルヨーダナの所有する王国の半分をパーンダヴァは所有する権利があるのに、実際は所有していなかった。ただし正しい目的の戦いでも、それを始める前に十分話し合い、相手に対する説得を試みる必要がある。
戦いの形式について

毎日の戦いの開始時刻、終了時刻は当事者である両陣営によって決められる。
その日の戦いが終わると、将軍や兵士は対立する陣営を訪れ、相手方の死者への弔意を表したり、負傷者を見舞ったりすることができる。
武器について
その能力を偽装した武器、たとえば外見は木材なのに内側には危険な道具が隠されている武器は使ってはならない。毒を塗った武器、たとえば矢尻に毒を塗って使用してはならない。火をつけた矢を使用してはならない。
攻撃を加えてはならない相手について
前述の「去勢された者」。慈悲を乞うている者。座っている者。眠っている者。負傷者。意識を失い気絶している者。疲労困憊している者。戦いの見物人。非戦闘員。他者と戦闘中の者。逃走している者。戦意喪失している者。戦闘中に病気になった者。
法律に決められていただけではなく、古代の戦いではこれらの決まりが守られており、その例のひとつがマハーバーラタの戦いです。いっぽう現代の戦争はこれとは逆に大変残酷です。

私は大学の修士課程で「戦時法と平時法」について勉強しました。今の国際法でも市民や病院などは爆撃してはいけないことになっていますが、実際には守られていません。

「道徳的な戦い」をするなら、勝者は自分の王国を獲得して支配者になることができますし、敗者であっても天国に行けます。勝者、敗者いずれにしても得るものがあります。

「アルジュナよ！クシャトリヤのあなたは弱気を捨てて戦いなさい。なぜなら、この戦いは道徳的な戦いだから」、これがクリシュナのアルジュナに対する最初の議論でした。

次にクリシュナは自分の義務とはいえ、戦いに参加することによって罪を犯すことを恐れているアルジュナに対して語りかけます。「アルジュナよ！あなたは人は死ぬと無くなってしまうと思っているが、本当は無くならない。無くなるのは肉体だけなのだ」、これがもう一つのクリシュナの議論です。
粗大な体は無くなるが、精妙な体（感覚、生命エネルギー、心、知性、記憶、自我）は続くのだからアルジュナは心配せずに戦うべきだ、というのがクリシュナの主張です。

この考え方は我々にとっても有益です。たとえば我々の親戚がなくなったときに最も論理的な慰めは何かといえば、「無くなったのは肉体に過ぎない」ということであり、これ以上に実践的な慰めはあまり考えられません。

更にクリシュナは「アルジュナは偉大な英雄であり、その彼が戦わなければ敵は彼を臆病者とみなすであろう。敵はアルジュナの内面の苦悩など分からないから」と言います。

34、35、36節を見て下さい。

人々は、君の汚名を後の世までも語り継ぐであろうから、名誉高き者にとり、この屈辱は死よりも耐えがたいものとなろう。

今まで君をたたえていた武将たちも、君が戦いを恐れ、戦場から逃げ出したと思い、以後君を、卑怯者よ臆病者よと蔑むことだろう。

敵方の者たちは君を中傷し、罵詈雑言を浴びせ、君の能力を見くびって貶めるることであろう。君にとってこれにまさる苦痛があるだろうか。

「この屈辱は死よりも耐えがたい」というようなクリシュナの言葉は、哲学的ではなくかなり世俗的ですが、これはアルジュナを叱咤激励することが目的だからです。
しかしいっぽうでクリシュナは世俗的な言葉だけではなく、どのような態度で戦いに臨むべきか、つまりカルマ・ヨーガについても説きます。

普通の戦争に向かう者に対する励ましの言葉は、国のために、国民のために、宗教のために、などそれほど深くはありません。しかしクリシュナはアルジュナに対して単なるカルマだけではなく、カルマ・ヨーガについて説きます。戦いそれ自体はカルマですが、カルマ・ヨーガには霊的な目的があります。カルマ・ヨーガとは何かについては、ギーターの中で何回も繰り返し説かれています。

そのエッセンスは、Mam anusmara yudhya cha です。

Mam：私=クリシュナ=神　anu:いつも　smara:想う　yudhya:戦って　cha:ください
「絶えず私のことを想って戦ってください」ということであり、一般人の場合は「絶えず神を心に想いながら仕事をしなさい」という意味です。
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